
  

２月に入ると人吉球磨地区一帯では「ひなまつり」イベントが開かれますが、 

本校の図書館でも 2 月上旬に「ひな人形」を飾ります。7 段の立派なおひなさま

で、観ているだけで華やぎます。みなさんも春を感じに一度ご来館ください♪ 

３年間で 100冊以上の貸出 ２３名！ 

今年の 3 年生は図書館利用者が多く、１００

冊以上借りた人数も例年より多かったです！  

朝の時間帯や放課後の課外前のちょっとした

時間にも図書館へ来て、本を借りる 3 年生の姿

が印象に残っています。ただ 1，2 年時と比べる

と、３年生では本を読む時間がとれなくなるよう

です。1，２年生のみなさんも、先輩たちのよう

な多読をめざし、今のうちに、高校時代にしか出

合えない本を１冊でも多く読んでください！ 
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新しい年になり、１年生は修学旅行、３年生はセンター試験と、早速 

それぞれにとって大きな出来事がありましたが、どうだったでしょうか？ 

新年は、新たに抱負を掲げたり、自分のこれからを思い悩んだり、深く内面に迫る時期でも

ありますね。何かに悩んでいるときこそ、読書はよい効果を与えてくれるはずです！ 

 まだ「読み初め」をしていないという人は、まずは図書館で本を手に取ってみてください。 

 

景品は雑誌の付録の、 

２０１９年カレンダーや手帳！ 

応募期間 ： １月２1 日（月）～３０日（水） 

昼休みと放課後の貸出者に抽選用紙を配布します。 

数種類の中から欲しい景品の番号を選び、抽選用紙 

に名前を記入して応募するだけ。※詳細は図書館に掲示 

（１月 31日に抽選後、当選者にはお知らせします。） 

 

 

 

熊本県出身の金栗四三さんが主人公ということで大注目！ 

関連本を展示しますので、ドラマと一緒にどうぞお楽しみ 

ください♪     関連本からビックアップ 

韋駄天とは、仏教における神の名称であり、 

逃げゆく鬼を走って捕まえたという言い伝えから、 

足の早い人をそう呼ぶようになったそうです。  

 

 

 

  

 

 

       

 

 

 

 

「読書推進運動協議会」が成人式・卒業式など新たな人生の一歩を踏み出す若い人にオススメする本！  

みずみずしい感性や、柔軟な思考、豊かな好奇心を持つ「若いとき」に読書をすることは、後の生き

方に大きな実りをもたらしてくれます。 紹介されている本（24 冊）の中には、あなたの背中を押し

てくれる一冊があるはず☆読んで、新しい一歩を踏み出してみては？ 

 

 

 

 

 

 

＊展示コーナーには、他にも新着本有り！全２４冊が紹介されているリストも一緒に掲示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆おすすめ本☆ 

『料理家ﾊﾝﾀｰｶﾞｰﾙ奮戦記』 

井口和泉 /朝日新聞出版社  

『山賊ﾀﾞｲｱﾘｰ ﾘｱﾙ猟師奮闘記』 

狩猟コミック全７巻！ 岡本健太郎/講談社 
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図書館展示 

特 集 「いだてん」 

1月２２日はジャズの日！と 

いうことで、音楽の歴史、楽器や

音楽家の本、吹奏楽の青春小説

など、ＭＵＳＩＣ全般の本をジャンル

分けして紹介しています。 

 本で音楽を味わいましょう♫  

新春企画 

『風に恋う』額賀澪 /文藝春秋  

突然部長に指名された 1 年生男

子。嫉妬、大学受験、ブラック部

活問題を乗り越え、全日本へ行け

るのか！？ 

吹奏楽感動長編のエンタメ小説！ 

『枕草子』  清少納言 著     （図書館教育ニュース 1484号より） 

12月半ばに大雪が降った後、定子（一条天皇の中宮定子）の仰せで屋敷の庭に大き

な雪山が作られました。定子と女房たちの間でいつまで雪が溶けずに残るか、賭けが

行われ、みんなは十日あまりと答える中、清少納言だけは１月 15日までと答えます。 

 予想の日までに雪山が溶けないかどうかやきもきして、庭番に見張らせる清少納言

の負けず嫌いな性格がうかがえます。また、賭けをめぐる意外な結末がおもしろいで

す。古典と構えず読んでみると、共感するところが多くみつかるでしょう。   

 

 

『学校に行きたくない君へ』 

全国不登校新聞社 編 /中央公論社  

覚えておいてほしい。私たちはど

こからでもスタートできる。樹木

希林、荒木飛呂彦、西原理恵子･･･

20 名の先輩が語る生き方のﾋﾝﾄ 

『伝説のｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾗﾝﾅｰ 
“いだてん”金栗四三』 

近藤隆夫/汐文社 
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